
可動棚板を設置する箇所に棚板受のピンをダボ穴に差し込み、可動棚板をのせてください。

※使用するダボ穴の位置が同じ高さになるようにご確認ください。

※可動棚板受 前 は形状が左右異なりますのでご注意ください。
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右側

御施主様用

必ずお読みください

※施工される方へお願い：必ず本書を御施主様へお渡しください。

棚板1枚

ボックス1台

引出し1杯

許容重量

30kg以下

100kg以下

20kg以下

※下記は許容重量の目安であり、保証
　値ではありません。（社内データ）

北海道･東北営業グループ
関 東 営 業 グ ル ー プ
北 陸 営 業 グ ル ー プ
中部東海営業グループ
近 畿 営 業 グ ル ー プ
中四国営業グループ
九 州 営 業 グ ル ー プ
特 需 営 業 グ ル ー プ

/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 3 2  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 9 5
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 1  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 5
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 7  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 5
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 2  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 6
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 3  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 7
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 4  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 8
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 2 5  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 4 9
/ ℡（0 8 7）8 2 5 - 3 6 6 2  FAX（0 8 7）8 2 5 - 3 6 6 9
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日常のお手入れは、乾い
た柔らかい布で乾拭きし
てください。汚れがひど
い場合は、中性洗剤を水
で薄めた物を布にしみ込
ませ、固く絞って拭き取
り、良く乾燥させてくだ
さい。シンナーなどの溶
剤は使用しないでくださ
い。

お手入れについて
本製品に直接水をかけ
ないようにしてくださ
い。表面化粧のはがれや
反りの原因となります。

粘着テープ（セロテープ
・シール等）は貼らない
ようにしてください。表
面化粧がはがれるおそ
れがあります。

油やインクに注意してください。
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水に注意してください。

テープ等は使用しないでください。

取扱注意

重量物を置かないでください。
重量物を置く場合は、荷
重に耐えられるよう十
分な補強を行ってくだ
さい。怪我のおそれがあ
ります。

水・油・インク・薬品など
が付着した場合はすぐ
に拭き取ってください。
放置するとシミや変色
の原因となります。

※詳しくは「許容重量」を参
考にしてください。

許容重量

扉の取扱注意

扉の開閉時は、指がはさまれる危険性が
ありますので、十分注意してください。

温度差、湿度差は極端にならないように
してください。扉の反りの原因になりま
す。

可動棚板の取付

ご 注 意 商品をご使用になる前に必ずこの「取扱説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。取扱いを誤りますと商品の
品質劣化や損傷につながる可能性があります。本書に従わない取扱いをされた場合については、当社での保証はしかねます
のでご注意ください。

商品に関するお問い合わせはこちらまで

取扱説明書


